
  

～資源エネルギー庁からのお知らせ～ 

災害時に備えた社会的重要インフラへの自衛的な燃料備蓄の推進事業の募集案内

について 

 

資源エネルギー庁では避難所や医療・福祉施設等の社会的重要インフラ等への燃

料備蓄を推進すべく、石油タンクや LP ガスタンク等の設置を支援しております。 

災害時において、道路等が寸断した場合に、ガソリンスタンドや LP ガス充てん所な

どの供給側の強靱化だけでは燃料供給が滞る可能性があることから、避難所や避難

困難者を抱える医療施設や福祉介護施設等においても自家発電設備等を稼働させ

るための燃料を「自衛的備蓄」として確保することは、災害時の業務継続を確実にする

有効な方策です。 

燃料備蓄のための石油タンクや LP ガスタンクの設置、自家発電設備の導入に向

け、本事業のご活用を是非ともご検討ください。 

なお、自家発電設備等に使用する燃料の種類により、問合せ先が異なりますのでご

注意ください。それぞれの事業概要等は下記をご覧ください。 

 

【石油】 

〇執行団体 

 （一財）エネルギー総合工学研究所 

〇事業規模 

 30 年度 2 次補正：4.1 億（事務費含む） 

 31 年度当初：10.6 億（事務費含む） 

〇補助対象施設 

 ①災害発生時に避難所まで避難することが困難な者が多数生じる医療施設、老人

ホームなど 

 ※災害拠点病院、救命救急センター、周産期母子医療センターを除く 

 ②公的避難所（地方公共団体が災害時に避難所として指定した施設） 

 ③一時避難所となり得るような施設等（地方公共団体が災害時に避難所等として協

定等を締結した施設） 

〇補助対象設備 

 石油タンク、自家発電設備、燃焼機器 

〇補助率 

 2/3（中小企業基本法に定められる中小企業）、1/2 その他（自治体含む） 

〇間接補助上限額 

・石油製品タンク設置事業：１，０００万円以下 

・石油製品タンク等の設置：５，０００万円以下 



※石油製品タンク等：石油タンク、当該設備に接続する燃焼機器、発電機 

〇間接補助事業公募期間 

 ４月１日～5 月 31 日 12 時まで 

 http://www.iae.or.jp/fy30-31-sekiyu/ 

 ※当初予算に係る公募期間は決まり次第追ってご連絡いたします。 

〇説明会  

会場の詳細、登録票のダウンロードなどは下記 URL からご確認ください。 

なお、締め切りは各会場の前日までになります。 

http://www.iae.or.jp/fy30-31-sekiyu/ 

① 東京会場(４／１１午後２時～ 定員５０～６０名程度)【終了】 

② 札幌会場(４／１５午後３時～ 定員１００名程度)【終了】 

③ 博多会場(４／１８午後３時～ 定員５０名程度) 

④ 広島会場(４／１９午後 1 時３０分～ 定員５０名程度) 

⑤ 仙台会場(４／２３午後１時３０分～ 定員５０名程度) 

⑥ 大阪会場(４／２６午後１時３０分～ 定員５０名程度) 

 

【LP ガス】 

〇執行団体 

 （一財）エルピーガス振興センター 

〇事業規模 

 30 年度 2 次補正：8.3 億（事務費含む） 

 31 年度当初：23.2 億（事務費含む） 

〇補助対象施設 

 石油に同じ 

〇補助対象設備 

 LP ガス災害対応バルク、LP ガス発電機や照明機器、燃焼機器（GHP、コージェネを

含む） 

〇補助率 

 2/3（中小企業基本法に定められる中小企業）、1/2 その他（自治体含む） 

〇補助上限額 

・LP ガス貯蔵容器の設置：１，０００万円 

・LP ガス災害バルク等の設置：５，０００万円 

・LP ガス災害バルク等の設置のうち LP ガス空調機又はコージェネシステムの設置を

行う場合：１億円 



※LP ガス災害バルク等：ＬＰガス災害バルク等の LP ガスを貯蔵する容器、LP ガス供

給に必要な設備及び当該設備に接続する燃焼機器、給湯機器、発電機、空調機器、

コージェネ設備、LP ガス自動車簡易充填設備等 

〇間接補助事業公募期間、説明会 

 現在準備中（決まり次第お知らせいたします） ※４月中旬頃の公募開始を予定 


